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ドイツ白色巨大種を訪ねて	

Animal	  Facili*es,	  Akita	  Univ.	  

中仙町の大型ウサギ	

文藝春秋　佐々木末治郎氏と玉川１号（11.1kg）	
審査委員長　藤本義一氏	

Use	  the	  giant	  rabbits	  for	  animal	  research	  	

We	  used	  those	  Akita	  giant	  rabbits(AGR)	  as	  experimental	  animals	  instead	  of	  
dogs	  and	  cats	  in	  orthopedic	  or	  cardiovascular	  research	  and	  got	  good	  results	  
in	  every	  research	  region.	  
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Diseases of Akita giant rabbits�

Most	  of	  GR	  had	  infec*ous	  diseases,	  especially	  respiratory	  
infec*ons(Table	  3,	  Fig	  7),	  so	  it	  was	  difficult	  constantly	  to	  supply	  them	  to	  
research	  laboratory	  as	  they	  were.	

Fig.	  7	

JW-‐AKT作成方法	

•  帝王切開・里親方式	  
•  受精卵の移植(図.	  11)	  
•  JW-‐AKT	  の自然分娩	  
•  農家で採取した精液の人工授精（図.12,	  13)	  	  

	  農家で自然交配した大型ウサギ
の2日目の受精卵を市販のSPFウ
サギ(KBL)の卵管に移植	  

採取した精液をTCGbuffer	  で希釈し
JW-‐AKT	  に人工授精	  

大型ウサギの精液を人工膣で
採取	  

図.11	 図.13	図.12	

Retrial	  of	  	  producing	  JW-‐AKT	
•  SPF	  rabbit	  room	  was	  secured	  in	  March	  2009	  as	  results	  of	  reconstruc*on	  

and	  expansion	  of	  animal	  facili*es(Fig.9).	  
•  Large	  cages	  with	  W653×D653×H450mm(TECNIPLAST,	  JAPAN	  co.,	  Ltd,	  

Tokyo)	  were	  used	  for	  giant	  rabbits(Fig.10)	  
•  Retrial	  of	  producing	  SPF	  giant	  rabbits	  started	  from	  Apple	  2010.	  
•  Rabbits	  were	  fed	  Labo	  R	  stock	  (NOSAN)	  and	  drunk	  by	  Automa*c	  

watering	  system	  
	

Fig.9	 Fig.10	

SPF大型ウサギの成長曲線	

l  ヨーロッパではウサギ肉は牛肉や豚肉と同様に肉屋さんで売られている。	  
l  肉質から小型〜中型のウサギが好まれ（一家族で食べるのに丁度よい大きさ）、	  
l  大型種は筋繊維も長く、一家で食べるには大きすぎる（枝肉として５kg）	  
l  ソーセージのつなぎとして使用される。	  
	

ボローニャ（イタリア）の肉屋さん(1999年)	
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Speakers: 
Laurent Boulanger (Paris)
Zsuzsanna Bősze (Budapest)
Miguel Carneiro (Porto)
Pascale Chavatte-Palmer (Paris)
Eugene Chen (Chicago)
Eve Devinoy (Paris)
Véronique Duranthon (Paris)
Jianglin Fan (Yamanashi)
Luca Fontanesi (Bologne)
Hervé Garreau (Toulouse)

Organization comittee: 
Jianglin Fan (Yamanashi)
Zsuzsanna Bősze (Budapest)
Luca Fontanesi (Bologne)
Pierre Savatier (Lyon) : pierre.savatier@inserm.fr (registration) 

6th Rabbit Biotechnology Meeting 
& RGB-Net Meeting 

3-4 November 2015 
Institute of Cognitive Science – Lyon 

Elisabetta Giuffra (Paris)
Lazlo Hiripi (Budapest)
Geneviève Jolivet (Paris)
Thierry Joly (Lyon)
Liangxue Lai (Guangzhou)
Yixue Li (Shanghai)
Anne Navarrete-Santos (Halle)
Katja Odening (Freiburg)
Bertrand Pain (Lyon)
Pierre Savatier (Lyon)
Eckhard Wolf (Munich)

ドバイ→チューリッヒ６時間	

２０１５年１０月２８日	  
成田→ドバイ１８時間	

ライン川をバックに協力者の八木さんご夫妻と（１０月３１日夕方）	

コンスタンツからエンゲンへ	
ウサギ飼育家フルークさん（ １０月３１日）	

長年Deutsch	  Riesenの飼育品評会

で多くのメダル受賞	  

ドイツで彼に並ぶ者は１人程度との

こと	

ウサギ専用の飼育舎	 かつては５０匹以上飼われていた。現在２５匹程度。	  
連邦の品評会などで良いウサギを見つけると飼い主の所まで出かけ、飼育状況とウサギの
状態を確認してから購入する（スナッフルその他の病気の無いことを確認する）。	  
交配月齢雌７〜９ヶ月令。	  
雄は７ヶ月から交配可能だが３年を越えると交尾しなくなるので２年で交換	
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床敷；小麦の茎	

餌は特注のペレット（６トン作り他の飼育者にも売っている）	  
１〜７月はコクシジュウム駆虫薬入り	  
８〜１２月は駆虫無し	  
（コクシジュウム耐性を防ぐため）	  
無制限給餌だが、９kgを越えた時には制限する	

小麦のふすま23.54%、カラスムギ穀粉22.00%、ウマゴヤシ粉12.66%	

繊維性の餌；干し草	

ドイツ巨大白色種の登録方法	

地元　生まれると地元のウサギ協会に登録（協会から職員が来て右耳に協会

のマーク、左耳に生年月日と個体番号が入れ墨される）	  

↓	  

郡の品評会　登録されていない個体は品評会に出場できない	  

↓	  

州の品評会	  

↓	  

連邦の品評会　１１月（2014年はバイエルン）　	  

↓　約15,000匹　巨大種約1,000匹、白色200匹	  

↓　連邦の品評会が一番厳しい	  

世界大会　１２月（２０１５年はフランス）	  

　　大型種だけでなく欧州各国から20,000匹	

l  ９kg以下であること。	  

　（大きくなりすぎると子どもを踏みつ

ぶしたり、育児放棄したりすること多

い。）	  

　（動物福祉も考慮されている。）	  

l  前足を伸ばして立ていられること

（お腹が地面に着くと失格）	  

l  顎の下にたるみ（二重顎）も評価

下がる	

	  

	  

品評会の基準	  
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その他	  

食用としては８kgで40ユーロ（約5,000円）	  

種親としては♂♀とも100〜150ユーロ（13,000〜20,000円）	  

	  

ブリーダーの高齢化	  

ブリーダーの後継者不足	  

品評会への登録がインターネット制になったため、登録者が半減	

ドイツ巨大白色種の飼育方法	

牛の飼育場所の脇	  

木の箱に牧草を敷いている。	  

出産用の巣箱は作らない。	  

餌は	  

アサの実（毛艶を良くする）、	  

ビール酵母、	  

ひまわりの種、ペレット、	  

自分の所で育てた干し草	  

（購入する干し草は	  

農薬が心配なので	  

やっていない。）	  
	

プンケルさん	

コンスタンツ→ジンゲン（ １０月３１日午前）	

若手ウサギ農家プンケルさん	 10ヶ月で6.7kg	

Rabbit	  Biotechnology	  Mee*ng	

Dinner	

１１月３日	
帰路サンテグジュペリ空港より（１１月４日）	
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今回の調査で感じたこと	
	

•  欧州ではウサギを日常的に食べる文化もあることから、ウサ
ギは多くの人々に飼育されている。	

	
•  特に大型ウサギは人気があり、飼育する愛好家が多い（最

近は減っているとのことでしたが）。	
	
•  郡、州、連邦、世界大会の流れで品評会が行われる。	

•  品評会の権威は地域の協会がしっかりした組織であることに
よるものであることが強く印象的。	

 	


